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-保育園でおJ吉やさんごっこ

市内の各保育園では11月と 2月ごろ、

人とのふれあいとお金の価値などを学ぶ

ため、お庖やさんごっこを縦しくやりま

す。牛乳パックで作ったおもちゃ、どん

ぐりのケーキなどを机の上に並べ、園児

の売り子が「いらっしゃい、いらっしゃ

いJと元気な呼び声をかけていました。
(写真は、 11月19日北保育園で)

市民の動き(11月1日現在)総人口117，824人(+38) 位都歓37.5241佐待(+46) ( )内は前月比です。



|交通事故レポート|

ど
う
し
て
事
故
が

減
ら
な
い

の
?

交
通
安
全
は
、
古
川
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
今
年
に
入
っ
て

か
ら
、
市
内
で
の
死
亡
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
九
人
を
数
え
ま
す
件
数
、

死
傷
者
と
も
、
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
交
通
事

故
は
、
被
害
者
側
は
も
ち
ろ
ん
、
加
害
者
も
不
幸
に
陥
れ
て
し
ま
い
ま
す
.

事
故
の
当
時
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
交
通
事
故
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。

(一

悲しい死亡事故現渇(天神2丁目で)

よ国警察署

交通巡視員

林美枝子さん

多
い
で
す
よ

簿
幕
時
の
事
故

今
は
日
が
短
い
時
期
で
、
午
後
五

時
ご
ろ
に
は
附
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
薄
幕
時
の
事
故
が
と
て
も
多
い
こ

と
が
統
針
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ

の
時
問
機
を
運
転
す
る
時
は
、
十
分

注
怠
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
死
者
九
人

上
悶
市
内
の
交
通
本
放
が
、
件
数
、

死
傷
者
と
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
(
褒
1
)

市
内
の
滋
路
で
事
故
が
一
番
多
い

の
は
、
や
は
り
交
通
抵
の
多
い
国
道

一
八
号
線
で
、
秋
利

・
滋
尻
地
区
、

新
問
地
区
、
凶
分
地
区
な
ど
で
の
発

生
織
が
苅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、

市
街
地
の
日
放
さ
泌
り
、
国
道

一
四

三
号
線
と
続
き
ま
す
。
特
に
、

三
件

の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
一
四

三
号
線
で
は
、
上
田
駅
前
か
ら
上
田

橋
ま
で
と
川
辺
町
地
区
に
集
中
し
て

。

夜
道
で
の
黒
い
服
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
発
見
が
遅
れ
大
変
危
険
で
す
。

冬
は
、
コ
ー
ト
な
ど
銀
系
統
の
般
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
歩
行
者
や
白
紙

唱
の
方
は
で
き
る
だ
け
明
る
い
服
で

外
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
夜

道
で
は
、
取
の
ラ
イ
ト
に
反
射
す
る

ピ
カ
ピ
カ
シ

l
ル
や
夜
光
だ
す
き
を

身
に
付
け
る
+刀
法
も
あ
り
ま
す
。

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
で
市
街
地
を
巡
回

中
、
歩
行
者
が
す
ぐ
近
く
に
績
断
歩

道
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
利
用
し
な

い
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
歩
行

者
に
も
交
通
ル

l
ル
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(2J 広報うえだ62.12.1

い
ま
す
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
死
亡
事
故
に

よ
る
犠
牲
者
は
、
す
で
に
九
人
に
も

の
ぽ
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
三
人
も

物
え
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
(
九
件
)

を
分
析
し
て
み
る
と
、
活
酔
い
運
転

が
二
件
、
機
断
中
の
歩
行
者
事
故
二

件
、
踏
切
取
欽
二
件
、
追
突
事
故

一

件
、
速
度
違
反
に
よ
る
歩
行
者
事
故

一
件、

ニ
給
取
の
単
独
事
故

一
一件と

な
っ
て
い
ま
す
.

こ
れ
ら
死
亡
事
飲
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
以
上
、
悲
惨
な
死
亡
事

故
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
は
安
全
運
転
を
心
が
け



昭和62年1-10月、よ国警察署管内(図 1)事故の形態(総数818件)
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(表1)上田市の事故発生状況
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70イ牛他

人
対
車
両

の

機断歩道機断中

そ

+99人

(+ 15.1%l 

6人

+89件 +3人

(+16.SQ6) I (+50.000) 

詰~61 ・ 62年とも 1-10日まで

38イ牛

351'牛

その他横断中

他

工作物衝突

のそ

車
両
単
独

て
く
だ
さ
い
。

事
故
の
形
態

図
ー
は
、
交
滋
事
故
の
形
態
を
袋

し
た
も
の
で
す
.

車
両
相
互
で
は
、
「
追
突
」
と
「
出

合
蹟
衝
突
」
が
目
立
ち
ま
す
.
渋
滞

に
よ
る
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
の
時
は
、
ど

う
し
て
も
注
意
カ
が
散
漫
に
な
り
、

追
突
事
故
が
起
こ
る
よ
う
で
す
。
渋

滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
国
道

一
八
号

線
で
は
、
こ
の
追
突
事
故
が
全
体
の

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

会
頭
衝
突
は
、
一
時
停
止
を
怠
っ
た

り
、
一
時
停
止
を
し
て
も
安
全
確
認

を
十
分
に
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脱

歩行者妨害 12件 l 
酒酔い 11件 l
飛び出 L 11件 1

他158件 J

因原の故事図
r
1
1
1
1
1
1
1
L
 

そ
の
他
の
内
訳

逸

徐行 25件
右左折 24イキ
追越し 13件

外路

人
対
車
両
で
は
、
送
路
を
横
断
中

に
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
中

で
も
横
断
歩
道
で
横
断
中
に
被
害
に

遭
っ
た
も
の
が
十
二
件
も
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
を
縦
断

す
る
時
、
そ
こ
が
横
断
歩
道
で
あ
ウ

て
も
左
京
の
安
全
確
眠
を
忘
れ
ず
に

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
の
原
因

図
2
は
、
交
通
事
故
の
原
岡
を
去

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
わ
き
見
運
転
、

安
全
不
確
認
で
全
体
の
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
時
停
止

違
反
、
速
度
違
反
、
信
号
無
視
と
続

き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
交
通

信号無視

34イ牛
(4.2%) 
45イ牛
(5.5%) 46i'l= 
(5.6%) 

ル
ー
ル
の
基
本
的
な
こ
と
を
忘
れ
た

た
め
に
事
故
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
(
二

十
五
歳
未
満
)
の
事
放
が
三
六
%
も

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
若
い

人
に
は
交
通
ル

l
ル
を
守
っ
た
安
全

運
転
を
ぜ
ひ
心
後
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
目
立

つ
の
が
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で

す
。
福
岡
を
欽
む
機
会
も
増
え
ま
す
が
、

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
。
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
。
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

い
」
の

J
一
な
い
運
動
e

を
ぜ
ひ
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆく年・くる年交通安全運動

12月11日一 1月10日

..点目標は…

!>飲滴運転の伐減、スリップ嚇放の防止

!>お年寄りなど交泌“おの4J故肪.tI:

!>家族で交泌安1:会議を聞くなど

(3] 広報うえだ62.12.守



上田市功績者に

34人を表彰
-永野市長から表彰状と貨はいが手渡されました

十
一
月
二
十
日
、
市
役
所
六
階
で

昭
和
六
十
二
年
度
の
よ
岡
市
功
績
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
績
表
彰
は
、
上
岡
市
表
彰

規
則
に
基
づ
い
て
地
方
自
治
、
教
育
・

文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な
ど

各
分
野
の
振
興
宛
回
出
に
賞
献
さ
れ
た

か
た
が
た
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
三
十
四
人
の
品
目
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま

し

た

。

(

五

十

管

順

)

地
方
自
治
関
係

マ
北
村
捷
さ
ん
(
生
四
棟
、
六
+

二
歳
)
マ
清
水
光
子
さ
ん
(
畑
山
、

六
十
四
歳
)
マ
滝
沢
骨
曲
賞
子
さ
ん
(
下

紺
屋
町
、
六
十
九
歳
)
マ
田
口
光
三

さ
ん
(
常
態
町
、
六
十
一
歳
)
マ
問

中
登
美
子
さ
ん
(
西
前
山
、
六
十
六

歳
)
マ
前
h

尚
武
徳
さ
ん
(
八
木
沢
、

七
十
二
歳
)
マ
幽
尾
平
吉
さ
ん
(
相
場

回
新
町
、
六
十
一
歳
)
マ
水
沢
多
寝

間
切
さ
ん
(
仁
合
問
、
六
十
九
歳
}
マ

湯
本
睦
雄
さ
ん
(
神
科
新
屋
、
六
十

九
歳
)教
育
・
文
化
関
係

マ
遠
山
韓
首
助
さ
ん
(
大
手
町
、
六

十
五
歳
)
マ
中
沢
て
い
さ
ん
(
上
川

原
柳
町
、
六
十
九
歳
)
マ
三
給
卯
ゐ

子
さ
ん
(
馬
場
町
、
七
十
二
歳
)

往
会
関
係

マ
問
中
利
男
さ
ん
(
中
之
条
、
六

十
一
歳
)
産
業
関
係

マ
石
黒
醤
掃
さ
ん
(
五
加
、
六
十

九
歳
)
マ
沖
am

勉
さ
ん
(
町
吉
田
、

七
十

一
歳
}
マ
荻
原
多
さ
ん
(
三

好
町
、
七
十
九
歳
)
マ
金
子
秀
利
さ

ん
(
袋
町
、
六
十
三
歳
)
マ
上
嶋
忠

さ
ん
(
北
大
手
、
六
十
歳
)
マ
香
山

後
年
さ
ん
(
岩
門
、
六
十
三
歳
)
マ

柄
木
忠
男
さ
ん
(
中
之
条
、
六
十
九

歳
)
マ
桜
弁
精
佐
さ
ん
(
柳
沢
、
六

十
三
歳
)
マ
渋
谷
よ
し
さ
ん
(
新
屋
、

六
十
六
歳
)
マ
清
水
仙
助
さ
ん
(
北

大
手
、
六
十
五
歳
)
マ
田
辺
克
二
郎

さ
ん
(
原
町
、
七
十
六
歳
)
マ
田
村

義
雄
さ
ん
(
下
之
郷
、
六
十
二
歳
)

マ
中
村
包
芳
さ
ん
(
漆
戸
、
六
十
三

歳
)
マ
西
沢
要
さ
ん
(
新
聞
、
七

十
六
歳
)
マ
原
良

一
さ
ん
(
大
屋
、

七
十
七
歳
)
マ
三
戸
都
敏
男
さ
ん
{
上

常
問
、
七
十
四
歳
)
マ
室
賀
節
雄
さ

ん
(
下
組
、
六
十
二
歳
)
マ
矢
島

一

衛
さ
ん
(
大
屋
、
六
十
九
歳
)
マ
柳

原
巳
緩
さ
ん
(
鎌
阪
、
八
十

一
歳
)

マ
山
口
隆
助
さ
ん
(
八
木
沢
、
七
十

八
歳
)
マ
六
川
新

一
郎
さ
ん
(
中
吉

田
、
六
十
五
歳
)

秋
の
叙
煎
と
褒
章

[4] 

〈
〉
勲
七
等
膏
色
補
禁
寧

安
藤
悦
次
さ
ん

(
七
十
二
歳
、
よ
小
島
}

郵
政
策
務
功
労
。
長
年
に
わ
た
っ

て
川
辺
郵
便
局
に
在
職
さ
れ
、
簡
易

保
険
の
販
売
実
績
を
伸
ば
す
な
ど
郵

政
務
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
勲
七
等
青
色
桐
薬
害皐

柳
沢
利
男
さ
ん

(
七
十
歳
、
三
好
町
)

警
察
功
労
。
長
年
に
わ
た
っ
て
警

察
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
治
安
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
動
七
世
帯
鴻
宝
章

吉
沢
せ
い
子
さ
ん

(
五
十
八
歳
、
倉
升
)

地
方
自
治
功
労
。
長
年
に
わ
た
っ

て
長
野
県
に
在
職
さ
れ
、
一
貫
し
て

姦
検
定
所
検
定
員
と
し
て
従
事
さ
れ

ま
し
た
。

。
藍
綬
褒
愈

金
子
八
郎
さ
ん

(
六
十
四
歳
、
材
木
町
)

県
経
営
者
協
会
副
会
長
。
労
使
関

係
の
安
定
に
尽
力
、
ま
た
地
凶
械
の
車
開

業
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

広報うえだ62.12.1

七
人
が
晴
れ
の
受
賞

政
府
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
六
十
二

年
秋
の
叙
勲
受
掌
者
(
十

一
月
三
日

付
)
と
護
憲
受
傘
者
{
間
二
日
付
}

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

上
回
市
で
は
、
次
の
七
人
の
皆
さ

ん
が
晴
れ
の
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

。
勲
四
等
端
宝
章

片
山

完
さ
ん

(
七
十

一
歳
、
緑
が
丘
)

教
育
功
労
。
長
年
に
わ
た
っ
て
教

育
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
高
校
教
育
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

。
勲
四
等
瑞
宝
章

中
沢
繁
夫
さ
ん

(
七
十
三
歳
、
諏
紡
部
)

検
察
官
中
務
功
労
。
長
年
に
わ
た

っ

て
検
察

一
筋
に
励
ま
れ
、
積
極
的
な

検
察
運
営
に
貨
献
さ
れ
ま
し
た
。

。
勲
五
世
帯
双
光
旭
日
書
皐

滝
沢
武
夫
さ
ん
{
八
十
一
歳
、
新
町
)

産
業
綴
興
功
労
。
よ
田
商
工
会
協

所
会
顕
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
、
同

会
議
所
の
運
営
に
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。



aEE藍璽彊直面1m酒E

みんなで

「脱スパイク」運動を

脱
ス
パ
イ
ク
運
動
に
、
市
民
の
皆

さ
ん

一
人

一
人
の
協
力
を
お
願
い
す

る
た
め
、
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
組
対

策
市
民
代
ぷ
者
会
議
」
が
卜

一
月
卜

三
日
、
市
役
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
市
自
治
会
連
合
会
、

市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め

パ
ス

・
ハ
イ
ヤ
ー
等
運
輸
業
界
の
代

表
な
ど
広
い
範
聞
か
ら
参
加
を
お
願

い
し
、
剛
院
ス
パ
イ
ク
に
向
け
て
次
の

よ
う
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
ド
ラ
イ
バ

ー

.
人

一
人
の
努
力

で
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
を
追

放
し
ま
し
ょ
う
。

②
み
ん
な
で
曾
か
き
を
し
、
ノ
ー

ス
パ
イ
ク
で
走
れ
る
道
路
に
し
ま

鋭
ス
パ
イ
ク
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

し
ょ
、
っ
。

③
地
域
ぐ
る
み
で
逃
路
清
掃
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
は
、
県
内
で
も

一
番
乾
燥

し
て
い
て
、
積
冊
吋
危
も
少
な
い
池
域

で
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
使

用
す
る
か
、
雪
が
降
っ
た
ら
チ
ェ
ー

ン
を
つ
け
た
り
、
マ
イ
カ
ー
を
や
め

て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど

し
ま
し
ょ
う
。
脱
ス
パ
イ
ク
に
向
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
の

滋
共
を
お
貸
し
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
}

スパイクタイヤの使用期限

(J棋のスパイタタイヤ使朗制限符に関する術導要綱

以内を走行する自動車{立、次のとおりスパイクタイ

ヤの使用が制限されました。

4/1-11/30 12/1/-3/31 

【 使用制限期間 可v 使用自粛期間 |l可d 
~ ... 

積雪絡または減給路を徐い 協d百の状況にl志じ、できる
てスパイクタイヤを使用しな 限リスパイクタイヤを使用し
t、. ないようにつとめる.

も
う
ひ
と
つ
の
新
顔
は
電
子
式
の

手
帳
。
淡
ん
チ
で
メ
モ
啓
き
が
で
き
、

百
年
以
上
先
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ゃ
、
千
五
斤
人
分
の
危
話
番
号
を
記

憶
す
る
な
ど
の
機
能
を
持
っ
た
ら
の

年
末
を
控
え
て
手
帳
売
り
場
が
に
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
で
記
憶

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
英
米
独
仏
な
ど
す
る
電
子
式
の
手
帳
も
あ
り
ま
す
。

各
国
か
ら
の
輸
入
物
も
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
世
界
も
様
変
わ
り
で
す
ね
。

外
国
口
即
で
は
、
日
本
の
祝
日
が
わ
か
最
近
は
、
子
ど
も
や
主
紛
ら
ス
ケ

ら
な
く
て
図
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
ジ

a
l
ル
手
帳
を
持
つ
よ
う
に
な
り

本
向
け
に
ち
ゃ
ん
と
入
っ
て
い
る
の
ま
し
た
。
世
の
中
ま
す
ま
す
多
忙
に

も

あ

り

ま

す

。

な

り

そ

う

で

す

。

最

近

の

流

行

は

シ

ス

テ

ム

式

と

こ

ろ

で

、

年

末

年

始

に

は

手
帳
。
バ
イ
ン
ダ
ー
に
、
ス
ケ

zr惨
事
故
や
犯
卵
、
特
に
金
融
機
関

ジ
ュ

ー
ル
、
ア
ド
レ
ス
、
カ
l

M
m
w

関
係
の
犯
鍔
が
増
加
し
ま
す
。

ド
入
れ
な
ど
何
で
も
パ
ッ
ケ
l

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
を
利
用

ジ
し
た
部
厚
い
手
帳
で
、
こ
れ

-
L

す
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
輸
入
国
聞
や
国
産
が
い
ろ
い
ろ

1
4
4

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

出
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
か
マ
お
金
を
お
ろ
し
て
金
融
機
関

な
り
必
側
な
も
の
が
あ
っ
て
び
か
ら
出
た
と
き
、
後
を
追
っ
て

っ
く
り
。
こ
れ
は
必
級
な
市
を
使
っ
来
て
「
支
払
い
を
間
違
え
ま
し
た
」

た
特
製
品
で
す
が
、
普
通
の
も
の
で
な
ど
と
戸
を
か
け
ら
れ
で
も
信
用
し

も、

一
万
円
前
後
の
も
の
が
目
立
ち
な
い
。
そ
の
場
A
け
は
慾
円
に
戻
っ
て

ま

す

。

確

認

す

る

。

マ
銀
行
な
ど
に
行
く
と
き
に
は
、
な

る
べ
く

一
人
で
な
く
複
数
で
。
特
に
、

お
年
寄
り
ゃ
女
性
が
ね
ら
わ
れ
や
す

い
の
で
気
を
つ
け
て
。

マ
大
金
は
持
ち
歩
か
な
い
。
お
金
を

引
き
出
し
た
ら
、
寄
り
道
し
な
い
で

帰
る
。

[5l 広報うえだ62.12.守

芭翌口



は

っ
き
り
断
ろ
う

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
訪
問
販
売

訪
問
販
売
は
、

向
か
と
便
利
な
反

磁
、
と
か
く
オ
ー
バ
ー
な
ぷ
現
や
事

実
と
異
な
る
説
明
が
行
わ
れ
が
ち
で

す。
市
で
は
各
公
民
館
巡
凶
で
消
費
生

活
謙
虚
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
寄
せ
ら
れ
る
相
談
も
、
訪
問
販

売
に
か
か
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
寄
せ
ら

た
相
談
を
資
料
に
、

ト
ラ
ブ
ル
の
多

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
販
売
方
法
な

ど
を
ま
と
め
せ
み
ま
し
た
(
下
表)。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
、
ま

ず
必
要
の
な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り

と
断
る
こ
と
で
す
。
凝
問
が
あ
れ
ば

早
め
に
、
市
役
所
か
上
回
消
資
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
続
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

無
条
件
解
約
制
度

(ク
!
リ
ン
グ
・

オ
フ
〉

訪
問
販
H
M
で
商
品
を
購
入
し
た
場

合
、
契
約
を
し
た
け
を
含
め
て
じ
日

以
内
(
日
路
、
祝
日
も
合
む
)
に
.

面

(
舎
留
郵
便
で
。
内
容
証
明
郵
便

な
ら
よ
り
確
実
)
で
通
知
す
れ
ば
、

無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

刊
か
条

@
何
の

m
?し
っ
か
り
聞
こ
う
身

分
と
別
件

②
い
ら
な
い
と
き
は
、
さ
っ
ぱ
り
断

わ
る

@
買
う
前
に
家
族
と
よ
く
話
し
合
う

@
う
か
つ
に
署
名

・
押
印
し
な
い

⑤
金
額
支
払
い
は
し
な
い
H

ク
l
リ

ン
グ

・
オ
フ
の
解
約
が
で
き
な
い

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
{
内

線

3
0
1
)
、
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
宮
@
8
5
1
7

点

最近多〈見られる訪問販売の問題点など

題問y
、
作
。
一
教
い
・

1

:

i

p

 

ス

一
利
-
山
肌

ビ

一
ピ
会
像

-

一
・
一
曲
目
、

れ

一H
刊

ヤ

物

+J一
教
ジ
a
H

S
R
町
一
訴
レ

-

E
ロ

一
会

・

鑑

商
一
英

M
印

lIt，lf;やはがきによリ「遜ばれましたJ.r‘'i.ilしましたJ.f良い結があるJと版先目的を隠して鳴茶胞や常
業所に時ぴH'IL、断りにくい状況で契約Iニ織し

rr相1を比てあげるJ.f姓名判断をするjと近づき、fHきになるJ.f病気になるJ.f先HlのたたリがあるJ
などと，心F量的な不安に陥tt.~他の供獲のため、1II!;jのためにと Lて商品を民わせる.

印鑑・つ11"数昧 .J~ ・

11illニンジン製品など

n幸男必例会を聞きませんかJ.rホームパ-.:;-(ーを聞きませんかJ~.正売目的を隠して人を旗め、そ

の会喝を販売の場とする.

なべ額・電気総除機-

t宇量生Foit.Itl!l:oli， 

t由化雲・ト fレ7Tン. I 
Ir点拘に皐ましたJと訪Itf志賀悔しているJ.r，li¥・から使えなも‘J.r.主;1'4警務があるJなどと事実と拠なる

浄化情的_，.た・すえ漏れ|
管制IZ> Iょとをfiげ、契約に持ち込む お4乱脈後.セールス卜-7など公的後l喝主紛らわしい場合がある.

会場に人を 1品め、日，1(雑貨品を無料でfl! マて軍事Ild~\を滋リ l二け.興盤状態の， '，で、 1ft;官Tiな3器具や由主J長

織a:W!を売る.ltIf人決定的際、 t骨仰な判断が例~Iニ〈い.

羽毛布|刊・総合:1，-...yトb

z・健f轟食品

rr+=w改j則、「縮便をとるJ、 ftj病に~J< J.rヰ恥ヒの銅色1にj;!¥、J、fやせるj、fJlしくなるJなど.存観的に
iZめられてしない、また証明しにくい効総効鳴をうたう.

f今買えIH.すbうかるJ.r今ならtJlliさせな‘・J!:n僚的な危険を告げす..0;収益を保証l..r短期間
でよ‘・からJ.f_ LIでよいからJ~巧みに取リ引きに誘い、次第に取リ引きを嶋加させる.

健康食品 ・健J.It機能・

;jjJ毛布問 ・美容健z>・

美容サーピえ

海外走物取引

l誠I句私設市』品先物耳{'JI
l司内公&市助先物耳{'JI

あなたの考えを市政提言電話へ

市政に対する建設的なご~見、

ご提案をお苓せくださいo .tLl&の

開設時聞は、午前9時から午後8

時までです。

[6J 広報うえだ62.12.1

ニコサンキュ-

ft25-2539 (留守番電話)

今月の「家庭の白j

12月初日(同です

市では、米峰の人・切さを

認識していただくため、毎

月第3nDuHlを「家庭の日」
と定め、明るい家庭づくり

運動を進めています。

1> ，'j'少年ぷ(内線681)



③ 

突通共済

あ・れ・之・れ

受給者の
交通事故を分析

前
固
ま
で
、
見
舞
金
支
給
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

最
終
回
の
今
回
は
、
交
通
事
故
の
内

容
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

半
数
以
上
が
二
輪
車

ま
'ず
、
グ
ラ
フ

A
で
は
、
交
通
共

済
を
受
給
し
た
受
傷
者
が
事
故
に
あ

っ
た
時
の
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
自
転
車
や
バ
イ

ク
と
い
っ
た
二
輪
車
に
よ
る
事
故
が

相
変
わ
ら
ず
多
く
、
全
体
の
半
分
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
二
輪
車
は
四

輪
車
と
違
い
、
体
の
ま
わ
り
を
保
護

す
る
も
の
が
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と

し
た
事
故
で
も
、
す
ぐ
に
か
け
が
。

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。

一
方
、
車
両
運
転
中
に
よ
る
事
故

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
歩
行
中
に

交
通
事
故
に
あ
う
ケ

l
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
歩
行
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
も
十
分
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

増
加
す
る
高
齢
者
事
故

年
齢
別
の
事
故
件
数
で
は
、
四
十

代
・
五
十
代
が
多
く
、
両
方
で
全
体

の
三
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
こ
数
年
は
六
十
歳
以
上
の
高

齢
者
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
つ
い
に
百
件
を
超
え
、

全
体
の
五
分
の
一
以
上
に
な
り
ま
し

た
。
(
グ
ラ
フ

B
)

今
後
、
い
っ
そ
う
高
齢
化
が
進
め

ば
、
高
齢
受
傷
者
が
増
え
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢

者
へ
の
気
く
ば
り
運
転
を
、
ぜ
ひ
お

願

い

し

ま

す

。

(

お

わ

り

)

・
問
い
合
わ
せ
市
民
課
(
内
線
5

7
7
)
 

〈グラフA>
事故の類型

〈グラフB>
高齢者(60歳以上)の事故件数
と全体に占める割合

ア

258件
(51.8%) 

273件
(53.8%) 

60年度
(507件)

15 

301件
(56.8%) 5 

105 
件

ウ…歩行中

エ…同乗中など

59年度
(530件)

10 

件数
(件)

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

61年度
(498件)合

ハ
ω

割
M

V

m

21.1% 

1 7 .9%~ 

13.6%/ 

ア・・・二輪車

イ…四輪車など

日
年
度

川
人
権
の
共
存
ー
ー
ー
ー
ー

、暴力三ない運動、にご協力を

上岡市から暴力を追放す

るため、、暴力追放三ない運

動勺こご協力くださ1，.¥0' 

①暴力団を恐れない

②暴力団を利用 しない

③暴力団に金を出さない

(上田市暴力追放会議)

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

人権週間
12 月 4 日 ~10 日

広報うえだ62.12.1[ア}



(Bj-1職員手当の状況

区 分 合計 一般行政職 技能労務職 分区 上 国 市 長 野 県 国

人 人 人
(62年度支給割合) (62年度支給割合) (62年度支給割合)

61 職員数(A) 826 644 182 

入 期幸当人 人
期末手当勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当初J勉手当

普通昇給期間(12-

年 24月)を短縮して昇
月分 月分 月分 月分 月分 月分

給した職員数 18 10 8 6月期 1.4 0.5 6月期1.4 0.5 6月期 1.4 0.5 
(B) 2当 日期 1.9 0.6 12月期1.9 0.6 12月期 1.9 0.6 

度
比率(吹入)

% % % 3月期 0.5 3月期 0.5 3月期 0.5 
2.2 1.6 4.4 

3.8 1.1 言十 3.8 1.1 計 3.8 1.1 

(8)ー 2
(支給率) 自己都合勧奨・定年 (支給率)自己都合勧奨・定年 (支給率)自己都合勧奨・定年

区 分 全職種 月分 月分 月分 月分 月分 月分

特 職員全体に占める手当支給職員の割合 36.5 % 退勤続20年 21. 0 28.875 勤続20年 21. 0 28.875 勤続20年 21. 0 28.875 

殊 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 
支給対象職員l人当たり平均支給年額 49，798円 職勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤

務 手当の種類(手当数) 28 最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 最高限度額 60.0 62.7 

陣出情隣陣死封従、手公病事当学業園人手動取従当物事扱、行作銅手

その他の 度 その他の その他の
手 手 加算措置特例給料月額制 加算措置 特例給料月額制度 加算措置特例俸給月額制度

当 支給額の多い子当
退職時 退職時 退職時給

6年度1 

当特別昇品ふ目 原員IJ1号俸 特別昇和ゐ原則IJ1号俸 特別昇 原則 1号俸

代表的な手当の名称

~当ふ食、市作税業事従務事従手
1人当たり

多くの職員に支給 平均支給額 4，087千円 19，517千円

事手当、塵芥処
されている手当 理作業従事手当 (注)退職手当 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

(7)昇給期間短縮の状況

(9;特別職の報酬等の状況
(62年 4月1日現在)

区 分 給料月額等

市長 768，000円

助役 624，000円

事斗 収入役 547，000円

報 議長 380，000円

副議長 333，000円

酬 議;員 310，000円

(62年度支給割合)

市長 6月期 1.4月分

助役 12月期 1.9月分

期 収入役 3月期 0.5月分

末 計 3.8月分

手 (62年度支給割合)

当 ~~長 6月期 1.4月分

副議長 12月期 1.9月分

議員 3月期 0.5月分

計 3.8月分

84，735 千円害直
。，、
;r司、~b. 

i1;ロ支

千円

78，459 千円

92 職員 l人当たり支給年額

額年器、支
時間外勤務手当

85 千円職員1人当たり支給年額

(62年 4月1日現在)(8)-4 

国の制度と異なる内容

扶養手当

国と同じ

交通用具・2km-5kmの者2，000円
利用 者・5km-10kmの者2，700円

-その他 3，600円

交通機関

利用 者

国の制度

との異同

同

異

同

容

配偶者 15，000円
配偶者以外の扶養親族2人までそれぞれ4，500円

その他の扶養親族 1人につき し000円

借家・9，000円以上16，500円以下のもの
家賃から9.000円を控除した額

'16，500円を超えるもの
家賃から16，500円を控除した額の2分のlの

額に7，500円を加えた額(限度額15，000円)

持家・1，000円

交通機関・20，000円までは全額
利用者・20，000円を超えるもの

20，000円に20，000円を超えた額の2分
のlの額を加えた額(限度額24，000円)

交通用具・2kmを超えた距離 1km毎に280円

利用者を2，700円に加えた額(限度額5，780円)

内

住居手当

通勤手当

分区

(8] 

冬
で
す

結
露
に
ご
用
心

広報うえだ 62.12.1 

暖
房
も
ほ
ど
ほ
ど
に

正
母
親

ー
ム
ぷ
J
¥

し
ん
し
ん
と
雪
が
降
る
寒
い
夜
も
、

家
の
中
は
ス
ト
ー
ブ
で
暖
か
い
。
で

も
、
壁
ぎ
わ
の
た
ん
す
の
裏
側
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
り
、
押
し
入
れ
の

中
の
も
の
に
カ
ビ
が
生
え
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
気
密
性
が
高
い
近
ご

ろ
の
住
宅
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
た
く
よ

う
に
な
る
と
、
冬
で
も
湿
気
の
心
配

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
原
因
は
結
露
。
外
気
と
室
内

の
気
温
差
で
、
室
内
の
蒸
気
が
露
と

な
っ
て
壁
や
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
に
つ
く

現
象
で
す
。

結
露
防
止
に
は
、
室
温
を
上
げ
す

ぎ
な
い
こ
と
。
特
に
北
側
の
部
屋
は
、

暖
め
る
と
結
露
し
や
す
い
の
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
適
温
の
目
安
は
、

居
間
で
一
八

1
二
O
度
ぐ
ら
い
、
寝

室
な
ら

一
六
度
ぐ
ら
い
で
充
分
で
す
。

子
ど
も
部
屋
は
十
六
1
十
八
度
、
お

年
寄
り
の
部
屋
は
少
し
高
く
て
二
二

i
二
四
度
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。



上回市職 員の給与等;の状況を、次のと

おりお知らせします。上岡市の職員給与等の状況

(2)職員給与費の状況 {一般会計予算)(1 )人件費の状況 (軒並会計決算)

(注)l.機長手当には退職手当を含みません.

2.給与費は当初予算に計上された綴です。
(注)人件費には、特別総に支給される給料、報酬Z事を含みます.

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 仰年4月1日現在)

一 鮫 行 政 S誼 技 t混 労- T事 胃邑
区 分

平均給料月額平均給料月額 平均給与・月綴 平勾年前骨 .lf'-均給与・月額 平鈎年骨骨

1'1 III 電量 1'1 Iq 両陸
上回市 241，022 268，079 39.01 210，039 230，178 39.05 

長野県
1'1 "1 君臨 r1l 1'1 

44.0a3 E 248，836 285.724 38.08 246.635 279.205 

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(62年4月1日現在}

上回市 長 野 県 国 経験年数 総験年数 経験年富士
区 分 区 分

15年以上20年来糊決定初任給 決定初任給 決定初任給 7年以上10年来i前10!f以上15年未満

大学卒
阿 111 115.900 1'1 大学卒 188.925円 223.700 '" 262.7851'1 

121，600 121.600 ー121.600 一般行政戦
一般行政粉 高校.;.r- 150，822 1司 180，780 fq 225.130阿

高校卒
阿 問 rq 

101，0∞ 101.0∞ 97，800 技能労務尊重 高校卒 139.075円 170，0001'1 211，600 "1 

(4)職員の初任給の状況 (62年4月1日現在)。

(6)一般行政織の級別職員数の状況 (62年4月1日現在}

国 の 副k 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級 JI' 

級 l 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 *及 8 級 9 級 10 級

様司書 的 な キ: i匹
t知械箪的桂高植度を的4・，f，度両面極経符に両置の知

係長
1:韓民櫨佐 1:罪証

よ 事とする章時聴を岳曹とす
陵感織を必嘆 2:慣稚園瞳抗 2:1l曜留置な龍雄踊岨な書 f司l長

置桂樹躍な華

総務 内容 技師 を行う主"
る霊碑苦行う とする重轄を

主 査
事務を行う F時をliう踊を行う韓民 曹をiii都量

技師 主事・技師 行う主事揖師 悟量・主査 i.U櫨佐

問 耳殺 n 量t 10人 34人 196人 115人 117人 94 " 58人 10 " 5 人 5 " 
人 644人

t鷺 成 比 1.6% 
5.34叩，，~ 30.4。〆0 17.8 '0 18.1 % 14.6'0 9.0'. 1. 6 ，. 0.8 '0 0.8'';; 

O，o 100 '0 二

司T
2% 6 0 31 .~ 35 ~. 。〆e/ 23 .~ % 1 ()~ 2% a〆~~ % 100 % 〆

参 l年前の構成比

考 5年前の備成比
7。〆v 7。岬!と 33 .~ 28 '叩d 一 % 23 % 一% 2 'o ι 一 % ーー- ()() ~ð 100 'o 

(注)l.上聞市の給与条例に基づく給料袋の級})IJの総長数です.2.様触がJな総務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な戦名です.

ま
た
、
空
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る

工
夫
も
大
切
で
す
。
と
き
ど
き
窓
と

各
部
屋
の
ド
ア
や
ふ
す
問
を
聞
け
て
、

空
気
を
入
れ
換
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
室
内
で
は
、
た
ん
す
な
ど
の

家
具
を
繁
か
ら
五

i
十

m
ほ
ど
離
し

て
置
く
な
ど
し
て
、
空
気
が
ム
ラ
な

く
流
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
押
し
入
れ
内
も
同
様
、
ふ
と

ん
な
ど
は
壁
か
ら
離
し
て
収
納
し、

下
に
は
す
の
こ
を
敷
い
て
風
通
し
を

よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。
す
の
こ
は
四

隅
に
車
輪
を
つ
け
て
お
く
と
、
奥
の

も
の
を
出
す
と
き
に
使
利
で
す
。

二年参り用の特別電車を運行

例 年 、_gIJ所温泉の北向観音 は、 二

年参 りの惑で、交通が渋滞します。

上 回交 通 では、今年も12月31日の深

夜 か ら1月 1日の早朝にかけて特別

電車(別所線)を遂行します。

電車の詳しい時刻表は、 12月16日

号ーの「広報うえだjをご覧ください。

広報うえだ62.12.守[9] 



池田富美子さん
(28歳・常費華町)

@ 転入者に聞く

信
州
の
自
然
を
満
喫

池
田
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
転
勤
で

昨
年
七
月
、
鳩
玉
県
川
越
市
か
ら
上

回
市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

ご
主
人
と
の
こ
人
家
族
で
す
。

|

|
よ
回
市
の
第
一
印
象
は
。

山
並
み
が
大
変
美
し
く
、
四
季
の

変
化
と
と
も
に
見
せ
て
く
れ
る
盗
は
、

見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
.
特

に
、
冬
の
m
H
空
を
パ
ッ
ク
に
し
た
山

の
雪
祭
色
は
、
壮
観
と
い
う
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
で
す
。

こ
ち
ら
の
高
校
生
は
、

私
服
の
通

43年ぶりの帰郷
小i五l残惜孤児の肉親捜しで、市内下之郷の
赤尾志っさん(89)の二女と分かったヤス伎さ

ん(48)=中同名 ・後桂栄=が11J~ 14F1、 3人

の兄弟とー紺に永野市長を表敬訪問しました。

市長は「長い問、捜し続けてきたお母さん、

ご兄弟に会えて本当によかったJとねぎらっ
た後、ラジオカセットなどを附りました。

学
が
多
い
の
で
す
が
、
埼
玉
県
で
は

制
服
が
普
通
で
す
。
最
初
は
、
ち
ょ

っ
と
違
和
感
を
党
え
ま
し
た
。

l
l住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

亙
は
木
崎
湖
で
の
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
、
冬
は
菅
平
で
の
ス
キ

1
、

そ
し
て
春
秋
は
近
く
の
山
々
を
登
る

と
い

っ
た
よ
う
に
、
信
州
の
自
然
を

主
人
と
と
も
に
湘
唄
し
て
い
ま
す
。

太
郎
山
に
も
登
り
ま
し
た
が
、
千
曲

川
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
、
上
聞
の
町

並
み
が
き
れ
い
で
し
た
。

近
所
の
人
が
、
家
族
の
よ
う
に

楠
慨
し
て
く
れ
る
の
で
、
台
引
り
難
い

で
す
ね
。
ま
た
、
お
祭
り
の
時
に

は
、
み
ん
な
が
団
結
し
て
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
盗
を
見
る

と
、
上
聞
は
古
く
か
ら
の
も
の
を

大
切
に
す
る
歴
史
の
あ
る
街
だ
と

思
い
ま
す
。

|

|
市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ

ん
公
容
は
、
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
、

新
聞
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
体
験
し
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
健
康
に
よ
く
な
い
よ
う
で
す

の
で
、
阜
く
解
決
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

なるほど/健康メニュー

「健康と環境衛生向上のつどい」が11J-J 

71-1、 di文化センターで開催されました(以、

rliなど制限)。その一環として 「健康づくり
のひろばJが上回西武で開設され、飽1炭相
談、健康・的なメニューの展示(=写真)、ハ

ーブのコーナーなどに訪れた買い物客らの

関心を呼んでいました。

[10] 

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

広蔀うえ万62.12.1

-
中
部
・泡
カ

。

期

間

マ

A
コ
l
ス
曲目一

月
六

日
1
三
月
十
六
日
(
第

一
・
三
水
曜

日
)
マ

B
コ
ー
ス
H

一
月
七
日

3
三

月
十
七
日
(
第

一
・
三
木
曜
日
)
※

時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後

一
時

。
岨
暗
所

小
部
従
・
刈
上
回
営
業
所

。

定

員

ど

ち

ら

も

二
十
四
名

O
会

食

材

料

代

と

し

て

一
回
四

百
円
程
度

O
申
込
先

上
回
営
業
所
地
域
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
宮
@
1
2
4
0

-
上
回
ガ
ス

。

期

間

マ
A
組
H

一
月
ト
八
日

か
ら
四
月
間
U
の
毎
月
間
円
午
前
十

時
1
正
午
マ
8
組

1
一
月
卜
九
日
か

ら
四
月
五
H
の
毎
火
隅
臼
午
前
十
時

i
正
午

マ
C
組
目
一

月
二
十
日
か

ら
四
月
六
日
の
毎
水
曜
日
午
後
六
時

i
八

時

マ

D
組

t
一
月
二
十
二
日

か
ら
四
月
八
日
の
毎
金
曜
日
午
後
6

時
1
8
時

O
場
所
上
回
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
{
原
町
)

。
定
員
宿
什
組
と
も
二
十
四
名

。
受
構
料
十
二
回
分
で
九
千
円
(
材



七五三
11月15日は七五三。日略目とも震なり突候に恵

まれたこの日、市内各地の神社では、綴り納やは

かま姿の子どもたちと父母でにぎわいました。常

国の科野大g-社でも、それぞれにおはらいを受け
たり、記念撮影をして子どもの成長を祝っていま

した(=写真)。

ちょっとおめかし

58道から熱い声援
晩秋の信濃路を駆け巡る第36回操縦断駅伝競走

初日の11月148、県下13チームの選手が上田市内

を走りました。昨年から市街地を通過するように

なったため、中継点の市役所前(=写真)や商底

街では大勢の市民か鳴い声援を送りました。

関心高い市市の施設、

「市の施設を見る会Jが、今年も11月10・
12・13日の 3日間、約 130人が参加して行

われました。どの施設も、日ごろ訪れる機

会がほとんどないとあって、参加者の関心

も高く、係長の説明を熱心に聞いていまし

た。(写真=上田中央消防署)

料
費
を
含
む
)

O
申
込
先
申
し
込
み
は
、
直
接
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

職
業
訓
練
指
導
員

資
格
取
得
講
習
会
を
開
催

I
 
・q・-aq--{ 
広報うえだ62_12_1 



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

上
田
市
森
林
組
合

現

業

職

員

を

募

集

資
格
:
・
中
卒
以
上
で
上
国
市
内
に

居
住
す
る
者
。
年
齢
は
十
八
歳
以

上
四
十
五
歳
未
満
。

申
込
期
限
・
:
十
二
月
五
目
白
か
ら
同

十
二
日
出
ま
で

受
験
申
込
書
類
・
:
綴
歴
響
、
健
康
診

断
書
、
受
験
申
込
書
(
上
田
市
森

林
組
合
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名

採
用
予
定
日
・
:
昭
和
六
十
三
年

一
月

五
日

待
遇
・
;
身
分
補
償
制
度
全
部
あ
り
。

給
与
は

よ
田
市
森
林
組
合
給
与
規

定
に
よ
り
ま
す
。

業
務
の
内
容
・
・・
市
内
の
山
林
作
業
受

託
業
務
会
般

・
問
い
合
わ
せ
市
役
所
内
上
回
市

森
林
組
合
総
務
係
(
宮
@
8
2
6
6
)

ロ
月
は
グ
ね
ず
み
d

駆
除
月
間

ア
レ
コ
ム
・
ユ
lの

柱

員

を

募

集

上
回
地
域
(
上
岡
市
・
丸
子
町
・

京
都
町

・
坂
城
町
)
の
テ
レ
ト
ピ
ア

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
テ

レ
コ
ム

・
ユ
|
」
で
は
、
次
に
よ
り

社
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

マ
募
集
職
種
と
条
件
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
(
者
干
名

)
4
三
十
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
竣
工
系
大
学
卒
業
者

(
米
年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
)

マ
応
募
方
法
十
二
月
十
四
日
開
か

ら
来
年

一
月
十
六
日
出
ま
で
に
、
履

歴
筈
、
健
康
診
断
容
を
当
社
あ
て
に

郵
送
ま
た
は
持
参
マ
試
験
方
法

第

一
次
H

舎
類
選
考
、
第
二
次
H

畿

記
試
験
、
作
文
、
商
按
(
試
験
日
は

一
月
下
旬
の
予
定
)
マ
給
与
・
勤
務

条

件

給

与
H

会
社
規
程
に
よ
る
、

勤
務
条
件
目
通
勤
可
能
な
人
マ
応

募

先

干

3
8
6
上
田
市
大
字
秋
和

五
三

一
|
七
株
式
会
社
テ
レ
コ
ム
・

ユ
l
営
業
細
部

宮

@
7
4
7
1

仙
の
健
康
相
談
巳

お
出
か
け
を

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、

心
の
健
康
が
失
わ
れ
が
ち
で
す
。
市

で
は
、
「
動
く
心
の
健
康
相
談
所
」
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
な
お
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

マ

と

会

十
二
月
十

一
B
働
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

マ
と
こ
ろ
寝
間
公
民
館
マ
相
談

内
容
夜
眠
れ
な
い
、
気
分
が
す
っ

き
り
し
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
子

ど
も
の
落
ち
者
き
が
な
い
、
学
校
へ

行
く
の
を
嫌
が
る
、
痴
ほ
う
老
人
に

つ
い
て
な
ど
マ
相
談
者
国
立
小

諸
療
養
所
木
田
富
士
雄
さ
ん
マ
申

し
込
み
係
健
予
防
課
(
内
線
2
9

0
・
2
9
3
)

4屯痴守
3iほ白
'二つ
え俳

豪華
雲雀
Zミ

マ

と

き

十
二
月
十
四
日
間
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分

マ

と
こ
ろ

上
悶
術
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市

役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
対
象
者
痴

ほ
う
性
老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ

内
容
調
理
実
習
(
な
つ
か
し
い
お

や
つ
作
り
て
話
し
合
い
マ
申
込
方

法

十

二
月
九
日
制
ま
で
に
保
健
予

防
剤
師
(
内
線
2
9
1
)
ヘ

マ

そ

の

他
当
日
介
護
を
か
わ
っ
て
く
だ
さ

る
方
が
い
な
い
場
合
、
こ
ち
ら
か
ら

一

上
閏
市
明
る
い
遊
学
推
進
協
議
会

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
の

~
と
上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
明

で
、
十
二
月
九
日
ま
で
に
保
健
予
防

)
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」
を
募
集
し
た

諜
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…

と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ

闘
訓
引
割
引
制
利
川

4
1
1
1」
一
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

圃

着

信

教

室

の

ご

し

た

。

慎

震

に

審

査

し

た

結

果

、

次

.4
・

受

講

生

を

募

集

一

一
の
と
お
り
入
選
作
品
七
点
が
決
定
し

圃
I
l
l
l
1い
れ
い
い
仁
ト
じ
い
じ

}
ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

マ
期
間
六
十
三
年

一
月
十
三
日

〈
マ
こ
の
一
票
活
か
し
て
明
る
い

附
か
ら
+
二
回
マ
対
象
者
市
内

}
街
づ
く
り
真
島
平
一
(
踏
入
)

在
住
者
か
市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

(
マ
投
票
日
正
し
く
選
ん
で
明
る

三
十
歳
未
満
の
女
性
マ
定
員
十

~
い
社
会
松
沢
せ
つ
子
(
雨
天
神
町
)

八
人
マ
費
用

二
千
円
(
十
二
回

…
マ
よ
い
社
会
あ
な
た
も
わ
た
し
も

分
)

マ
申
し
込
み

十
二
月
七
日
間

一
正
し
い
選
挙
マ
こ
の

一
家

が

明

か
ら
同
ホ
l
ム
へ
直
接
来
給
し
て
申

)
る
い
社
会
を
築
く
豪

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
{
吾
具
に
な
り

(

竹
内
裕
美
(
新
田
)

次
第
締
め
切
り
ま
す
)
マ
問
い
合
わ
}
マ
ク
リ
ー
ン
選
挙
文
化
の
都
市
で

せ
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
包
@
7
1
…
す
誇
り
で
す
成
沢
仁
子
(
諏
訪

1
7
(受
付
時
聞
は
午
後
一
時
か
ら

~
部
)

同
九
時
ま
で
)

一
マ
物
と
金
出
す
な
も
ら
う
な

{
正
し
い
選
挙
斉
藤
成
美
(
諏
訪
形
)

)
マ
あ
な
た
の
一

一銭
米
来
を
開
く

一

丸
山
義
二
(
北
大
手
)

~

な
お
、
以
上
の
入
逃
作
品
に
つ
い

日
て
は
、
今
後
明
る
い
選
挙
推
進
の
た

…
め
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

日
ま
す
。

一
・
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

)
事
務
局
(
内
線
5
7
1
)

[12] 

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

入
選
作
品
が
決
定
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市
長
の
森
ス
ケ
ー
ト
場

ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
で
は
、
す

ば
ら
し
い
夜
空
の
下
、
ナ
イ
タ
ー
ス

ケ
ー
ト
で
殺
し
む
「
ク
リ
ス
マ
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
次
の
と
お
り
開

似
し
ま
す
.
ご
家
族
、
お
次
途
で
ご

米
場
く
だ
さ
い
.

マ
と

8

十・

一
月
十
九
日

ω午
後

六
時
か
ら
同
九
時
ま
で
マ
と
ニ
ろ

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
マ
入
場
料

大
人
七
百
問
、
中
学
生
以
下
三
百
円

マ
内
容
生
バ

ン
ド
演
奏
、
ア
イ
ス

ダ
ン
ス
、
市
民
の
森
大
声
コ
ン
テ
ス

ト
、
氷
上
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会
、

冬
の
泉
座
教
宅
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

の
お
燦
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
マ
申
し

込
み
当
日
、
会
劫
で
入
場
料
を
添

え
て
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。
マ
そ

の
他

食
堂
は
れ
業
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
岨
喝
行

パ
ス
が
溜
行
さ
れ
ま
す

十
二
月
六
日
制
か
ら
米
年
二
月
二

、、、
I 
J 
/ 

k 、、、
J 
/ 
/ 

、
J 

、、
} 
J 
J 
1 
1 
¥ 
I 
J 
J 
/ 
/ 
J 

-ー-~ー--_ -- _，戸、-ノ-一 、、、ーー〆;'~ 、、_"'"戸、tr-、_/- ....._-

歌声ひびけ晴れやかに

第41凹 frl'うを桟迎合音楽会Jが11月12目、
上田市民会目前で聞かれました。この日は、中

学校別に午前と午後に分かれ、併せて約2.100

人が参加。会場は、者さみなぎる美しいハー

モニーが響き波り、 11ごろの練予?の成果を発

表し合いました。

十
八
日
嗣
ま
で
開
設
さ
れ
る
市
民
の

森
ス
ケ
ー
ト
場
に
、
次
の
と
お
り
バ

ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

マ
交
通
機
関
上
回
交
通
パ
久

マ

週

行

自

十
二
月
六
日
聞
か
ら
浬

年
二
月一
-
L
B
八
日
闘
の
毎
日
閉
口
と

祝
日
.
た
だ
し
、

一
月
二
日
か
ら
同

八
口
、

一
月
三
十
日
か
ら
二
月
三
日

ま
で
は
毎
日
運
行
し
ま
す
.
マ
料
金

(
片
滋
)
大
人
五
百
六
十
円
、
子
ど

も
二
百
八
十
同

表

14:05 

16:35 

~J 時

13:30 

16:00 

上
回
創
造
館

星
空
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す

マ

と

き

十

二
月
十
九
日

ω午
後

ヒ
時
か
ら
同
八
時
三
十
分
マ
と
こ

ろ

上
回
制
遊
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

マ
出
演
木
内
絡
英
{
バ
イ
オ
リ
ン
)
、

向
田
紀
美
子
(
グ
ラ
ピ
ノ

1
パ
)
マ

幽
名
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
ア
ベ
・

マ
リ
ア
、
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
な
ど
マ

入
場
料

三
百

円

マ

対

象

小

常

生
以
上
(
中
学
生
以
下
は
保
護
者
向

伴
)
マ
由
申
し
込
み

(
愈

@
1
1
1
1
}
上
回
創
造
館

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
標
語
を
募
集

長
野
行
政
相
賊
委
員
協
議
会
な
ど

で
は
、
行
政
(
役
所
}
へ
の
関
心
を

高
め
、
「
親
切
で
、
ゆ
川
淑
で
、
能
格
的

な
怒
川
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
を
推
進
す
る
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
で
き
る
人
だ
れ
で
も
自

由
に
応
募
で
き
ま
す
。
マ
応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
学
校
(
小
・
中

・
高
)

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
は

が
き
一
枚
に
つ
き
棟
語
一
題
で
す
。

マ
あ
て
先
一
T
3
8
0
長
転
市
旭
町

一一

O
八
長
野
行
政
監
察
併
務
所

内
長
野
行
政
相
談
委
員
協
識
会

マ
締
め
切
り
十
二
月
二
ト
一
日
開

マ
そ
の
他
人
選
お
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
附
り
ま
す
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
現
境
課
(
内
線
3
0
3
)

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ

l
ク

塩
田
平
を
歩
ニ
う

ト
二
月
は
「
温
回
一
世
の
物
語
」
で

す
.
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

マ
日
程

十
二
月
ト
三
日
側
、
上

旧
炎
泌
別
所
溢
泉
駅
に
午
前
九
時
集

合
、
中
野
駅
で
午
後
二
一時

解

散

マ

コ
l
ス

別
所
温
泉
駅

i
山
田
池

l

郷
田
峠

l
泉

池

横

山

|
塩
吹
池
|

溢
野
神
社
1
中
野
駅
(
十
回
)
マ
参

加
費

三
百
円
(
資
料
代
、
保
険
料

な
ど
)
マ
持
ち
物

昼
食
、
筆
記
用

具
、
メ
モ
帳
、
雨
共
マ
申
込
先

塩
田
平
を
歩
く
会
事
務
局
宮
@
5
2

向

4
n
v回

年
度
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集

マ
募
集
人
員
若
干
名
門
V

対
象

小
学
校
新

一
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

マ
申
し
込
み
十
二
月
二
十
八
日
間

ま
で
に
青
少
年
諜
(
内
線
6
8
1
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広報うえだ62.12.守

市サンデーうえだ愉

有線テレビでfJ眼11

に市政に対する情報を

皆さんに銀供します。

上回ケープルビジョン

( 1チャンネル}でどう

ぞ。

市政ガイド
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昭和62年地価調査

関係図書が閲覧できます
国土利>>J，JI"Ulil法純行令第9粂の税定により、昭

有162年長野以地価調査舎を下記により閲覧に供し

ます。

ここに示される標準価格は、毎年7月1日を基

準日として発表され、国土利用計6司法による土地
取引のための基徽価格とされるものです.市内の

往毛・地裁1t4地(5点)での前年対比平均変動機は

2.4%のヒ宇1.となっています。
t>閲覧場所 市役所企画課および擬rn・)11凶・盟

般の谷支所

昭平U62年12月 1日から 3年聞の各口

(臼曜日、祝日その他市の休日を除く)

午前 8時30分~午後 5時{土拙日は

正午まで)

※閲覧を希望される方は、係長に申し出てその指

示に従ってくださL、。市内の碁継地の価格I;t.次の

とおりです。

b閲覧日

t>閲覧時間

法詩聖地の所{E及び 接触地の 占正首在地の ~割高池の1，~1辺めよ地
地番、~ぴに往liJ

I平方)-
トル当た

表示 リの価総
利用の唆況 のflllllのlJli兄

上関市材木町 住:;eW2 新い・中総慎一般住宅
1丁目132.2 99.900 

f材木町1 12 18J 円 (木造2際) が峰ち~よ往~組織

大字/l(紡形'f:1輔'1'凶 住宅Wl 一般住宅が建ち也ド小

964111 
56.500 

脱線の分11ft:.宅地tJ!((木造平段}

大字本郷'y..'i限 従米からの農家住宅、
28.9∞ 住宅W2 新興の一般住宅等が

755.6 混在する住宅地峻

中央酋1r日 tp綾t量→股住宅が鐙ち
ω07香2外5. 98.ωo 住宅Wl

~よ高級住宅地境f中央商1-5 -8J 

大手下滋lJi.字i;1.il敷
住宅W2

中線機一般住宅が盛ち

297.14 
35.ω。

並ぶ住宅地tJt

大卒伎Eヰ'f:巨rm
問
周辺が開発されつつあ

591ft 3 
24.900 

る宅地.11.込地地域

ヒ嗣市中央 庖舗兼住 各種専門底が健ちj:J;
3 T 135783香1 263.000 

商~街「中央3-3-17J 宅W2

常悶3丁目m香34 本務所W2国道沿いに償業所.庖
外l寧 140.ωo 

工場 .~が混在する絶~r*悶3-IS-56J 

け 111 11別保)昭和62年地価問査基準地価格褒

[14] 広報うえだ 62.12.守

{
十
月
届
け
出
分
)

ご
の
い
編
を
お
祈
り
し
ま
す
.

加
藤
仲
人
さ
ん

芦
田
清
さ
ん

赤
羽
武
吉
郎
さ
ん

金
沢
佐
内
さ
ん

水
沢
友
い
さ
ん

六
川
憲
七
郎
さ
ん

甘
口
問
儀
兵
衛
さ
ん

山
浦
市
郎
さ
ん

五

加

新

田
小

泉
石

神間
大
久
保

愛
狩
町

上
m
m
m
七ヒ八八七八八五
七 や 八 三一 八五六

繰

回

キ

ミ

さ

ん

中

村

八

五

村

松

敏

春

さ

ん

新

田

七

三

山
崎
と
き
子
さ
ん
愛
宕
町
七

O

甘

利

志

ん

さ

ん

踏

入

七

三

北
沢
た
か
さ
ん
上
川
原
柳
町
ヒ
て

渡

部

柿

康

さ

ん

ド

峨

七

じ

中

沢

は

っ

き

ん

諏

訪

部

八

一

鈴

木

武

押

皆

さ

ん

越

戸

八

三

揃
唱
団
八
百
吉
さ
ん
常
磐
町
六
五

田
中
た
ま
い
さ
ん
中
之
粂
七
七

加
藤
光
男
さ
ん
北
天
神
町
八
二

皆
掛
き
み
よ
さ
ん
下
寝
尻
八

O

九

山

す

い

さ

ん

大

手

町

九

O

W
塩
野
崎
正
ぷ
さ
ん
下
以
侃
六
七

必
閲
浪
次
さ
ん
ト
.
瓜
尻
八
五

山
崎
元
え
さ
ん

嘱
正
重
さ
ん

岩
瀬
み
ち
子
さ
ん

地
問
伴
巳
さ
ん

片
山
と
ら
の
さ
ん

滝

沢

診

さ

ん

南
波
静
則
さ
ん

松
沢
敬
一
さ
ん

白
鳥
み
つ
ゐ
さ
ん

大
海
か
祢
さ
ん

渡
辺
安
太
郎
さ
ん

縁
関
な
み
さ
ん

田
中
賢

一
郎
さ
ん

合
烏
あ
き
よ
さ
ん

徳
永
又
次
郎
さ
ん

山

口
下
室
賀

林
之
郷

小

泉

蹄

入
川
辺
町

下
室
賀

長

向

上
室
賀

踏

入間
五

加
八
木
沢

金
制
ヰ
サ

新

庖

九ヒ七七七八八七八六八六五六七
一 O三二 七四二四四 二 四四九九一

安
田
き
み
子
さ
ん
松
尾
町

牧

野

必

江

さ

ん

木

町

森

よ

き

さ

ん

下
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